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P.6 
［№  ９］ 

問題文 最終行 

ここで，加速度aA，aCは，それぞれ下向き，右向きを正とする。また，円板Aの中心に関する慣

性モーメントを Iとすると，Iは次のように表される。 

2

3mrI   

ここで，加速度aA，aCは，それぞれ下向き，右向きを正とする。また，円板Aの中心に関する

慣性モーメントを Iとすると，Iは次のように表される。 
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P.90 
［№ ３８］ 

解説3行目 

滑車とおもりの変位をそれぞれ x，y，ひもの張力をTとおく。 

振動を考える際にはおもりにかかる自重は無視できるので， 

2T = 160x   （滑車の釣り合い） 
Ty 40.0   （おもりの運動方程式） 

y = 2x     （変位の関係） 

以上より， 
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となる。 

よって，正解は肢１である。 

滑車とおもりの変位をそれぞれ x，y，ひもの張力をTとおく。 

振動を考える際にはおもりにかかる自重は無視できるので， 

2T = 160x   （滑車の釣り合い） 
Ty 40.0   （おもりの運動方程式） 
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P.95 
［№ ４９］ 

解説10行目 

連接棒にそって vAの分速度 vA ' を考えると，これはピストンCの分速度 vC ' に等しい。 

求めたいピストンCの速さ vCは， 
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と表される。したがって， 
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連接棒にそって vAの分速度 vA ' を考えると，これはピストンCの分速度 vC ' に等しい。 
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P.111 
［№ １２］ 

解説 肢㋑ 

㋑ ○  この記述は正しい。粉末冶金は金属粉を使用して，製品を製造する手法のことをいう。

代表的なものとして鋳造がある。 

㋑ ○  この記述は正しい。粉末冶金は金属粉を使用して，製品を製造する手法のことをいう。

代表的なものとして，多孔性を利用して潤滑油を孔にしみこませた，焼結含油軸受があ

る。 
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※「掲載日」は，上掲訂正情報がＬＥＣホームページの『公務員 テキスト改訂・修正情報一覧』(http://www.lec-jp.com/koumuin/kaitei)に掲載された日付です。 

  

 


